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宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
平
成
九
年
か
ら
短
歌
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
毎
月
第
二
日
曜
日
に
宮
柊
二
記
念
館
に
隣
接
す
る
堀
之

内
公
民
館
に
集
ま
っ
て
歌
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
毎

年
少
し
ず
つ
変
わ
り
ま
す
が
、
初
め
て
参
加
す
る
人
か
ら
長
年
参

加
を
続
け
て
い
る
人
ま
で
様
々
な
経
験
の
方
々
が
一
緒
に
短
歌
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
こ
の
短
歌
教
室
と
は
別
に
新
た
な
取
組
と
し
て
『
初

心
者
の
た
め
の
短
歌
講
座
』
を
始
め
ま
し
た
。「
短
歌
に
興
味
は

あ
る
け
れ
ど
、ど
う
や
っ
て
作
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。」「
い

ろ
い
ろ
な
短
歌
を
読
ん
で
み
た
い
。」
な
ど
、
初
め
て
短
歌
に
触

れ
る
人
、初
め
て
短
歌
を
学
ぶ
人
の
た
め
の
短
歌
入
門
講
座
で
す
。

　

六
月
二
十
三
日
・
七
月
七
日
・
七
月
二
十
一
日
の
三
回
、
日
曜

日
の
午
前
中
に
一
回
二
時
間
、
三
回
合
わ
せ
て
六
時
間
の
講
座
で

す
。「
三
回
と
も
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
ベ
ス
ト
で
す
が
、
三
回
の

う
ち
都
合
の
つ
か
な
い
日
は
欠
席
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
一
回
で
も
二
回
で
も
参
加
い
た
だ
き
、
短
歌
に
出
会
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。」と
宮
柊
二
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、市
報
う
お
ぬ
ま
、

Ｆ
Ｍ
う
お
ぬ
ま
等
で
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
十
七
名
の
申
し
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。

　

指
導
者
は
、
魚
沼
市
在
住
の
内
山
真
由
美
さ
ん
と
眞
島
陽
子
さ

ん
で
す
。
お
二
人
と
も
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
に
所
属
す
る
と
と
も
に

コ
ス
モ
ス
魚
沼
勉
強
会
の
一
員
と
し
て
長
年
短
歌
に
親
し
ん
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
回
講
座
の
テ
ー
マ
は『
短
歌
の
基
礎
知
識
』で
す
。「
五
・
七
・

五
・
七
・
七
」な
ど
の
基
礎
的
な
知
識
や
短
歌
の
歴
史
な
ど
を
学
び
、

現
代
短
歌
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

第
二
回
講
座
の
テ
ー
マ
は
『
表
現
の
工
夫
』
で
す
。
第
一
回
の

お
さ
ら
い
と
質
問
へ
の
回
答
か
ら
始
ま
り
、
比
喩
や
表
記
方
法
の

選
択
な
ど
を
学
び
、
最
後
に
現
代
短
歌
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

第
三
回
講
座
の
テ
ー
マ
は
『
短
歌
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
』
で

す
。
ま
ず
、
第
二
回
の
お
さ
ら
い
と
質
問
へ
の
回
答
、
そ
し
て
、

名
詞
の
効
果
に
つ
い
て
学
び
、
現
代
短
歌
を
鑑
賞
し
た
後
、
最
後

は
短
歌
創
作
タ
イ
ム
で
す
。
完
成
し
た
短
歌
は
、
第
三
十
回
宮
柊

二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会
の
応
募
用
紙
に
清
書
し
ま
し
た
。

　
「
初
心
者
の
た
め
の
短
歌
講
座
」
は
、
令
和
七
年
度
も
開
催
予

定
で
す
。

2024 年 11月 16日（土）第 30回宮柊二記念館全国短歌大会表彰式

初
心
者
の
た
め
の
短
歌
講
座
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応
募
総
数  

一
〇
，四
一
〇
首

第
三
十
回
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会

報告
【
一
般
部
門
】　

林　
　

建
生

磯
部　
　

剛

請
関
く
に
と
し

添
島
貴
美
代

愛
知
県
岡
崎
市

新
潟
県
魚
沼
市

埼
玉
県
飯
能
市

愛
知
県
名
古
屋
市

選
者
賞
（
久
々
湊 

盈
子 
選
）

選
者
賞
（
鈴
木 

竹
志 

選
）

魚
沼
市
長
賞

新
潟
日
報
社
賞

羽
衣
は
た
ん
す
の
奥
に
し
ま
ひ
込
み
妻
は
そ
の
ま
ま
わ
が
側
に
ゐ
る

飛
び
と
び
で
小
屋
番
す
れ
ば
飛
び
と
び
に
花
が
移
り
ぬ
越
後
駒
ケ
岳
に

鳥
渡
る
ダ
ム
湖
豊
か
な
弧
を
持
つ
も
離
散
の
悲
話
を
村
史
に
残
す

わ
た
く
し
は
昭
和
原
人
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
進
む
時
代
を
漂
い
て
お
り

須
藤
菜
々
花

鈴
木　

悠
真

池
知
夕
季
絵

星
野
ひ
ゆ
う

本
間　
　

蓮

神
奈
川
県
立
湘
南
台
高
等
学
校

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

神
奈
川
県
立
七
里
ガ
浜
高
等
学
校

新
潟
県
立
小
出
高
等
学
校

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
高
校
生
の
部
）】　

最
優
秀
賞

選
者
賞
（
久
々
湊 

盈
子 

選
）

選
者
賞
（
鈴
木 

竹
志 

選
）

魚
沼
市
長
賞

新
潟
日
報
社
賞

天
使
み
た
い
ば
あ
ば
は
い
う
け
ど
ほ
ん
と
は
ね
ば
あ
ば
の
前
だ
け
天
使
に
な
る
ん
だ

初
夏
の
朝
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
風
通
る
テ
ニ
ス
部
員
の
半
そ
で
の
白

覚
悟
決
め
的
前
に
立
ち
息
を
吐
く
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
さ
え
矢
に
乗
せ
て
射
つ

真
夜
中
の
流
星
群
に
魅
入
ら
れ
て
色
ど
ら
れ
て
く
記
憶
の
記
録

順
位
死
守
定
期
試
験
の
様
相
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
ド
イ
ツ
軍
な
り

高
橋　

結
良

渡
辺　

悠
月

瀬
下
ゆ
い
か

櫻
井　

潤
紀

酒
井　

勇
茉

魚
沼
市
立
広
神
東
小
学
校

魚
沼
市
立
湯
之
谷
小
学
校

魚
沼
市
立
湯
之
谷
小
学
校

魚
沼
市
立
湯
之
谷
小
学
校

魚
沼
市
立
須
原
小
学
校

最
優
秀
賞

選
者
賞
（
久
々
湊 

盈
子 

選
）

選
者
賞
（
鈴
木 

竹
志 

選
）

魚
沼
市
長
賞

新
潟
日
報
社
賞

目
が
あ
う
と
に
っ
こ
り
わ
ら
う
赤
ち
ゃ
ん
は
ず
っ
と
ま
っ
て
た
ぼ
く
の
弟

夏
休
み
プ
ー
ル
の
水
が
冷
た
す
ぎ
ぼ
く
の
口
び
る
い
つ
も
む
ら
さ
き

ぼ
く
じ
ゅ
う
の
に
お
い
い
っ
ぱ
い
す
い
こ
ん
で
「
今
日
も
集
中
！
い
い
字
を
書
く
ぞ
」

夏
休
み
、 

パ
パ
と
虫
と
り
、 

で
か
け
た
よ
、 
ぼ
く
よ
り
ひ
っ
し
な
、 

大
き
な
子
ど
も

尾
瀬
の
夜
ま
っ
く
ら
や
み
に
み
な
は
し
ゃ
ぐ
ひ
か
る
シ
カ
の
目
「
ギ
ギ
」
と
り
の
声

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
小
学
生
の
部
）】　

上
野　

菜
々

関　
　

優
希

小
林　

斗
和

木
村　

江
里

長
岡
市
立
大
島
中
学
校

魚
沼
市
立
小
出
中
学
校

慶
應
義
塾
普
通
部

新
潟
県
立
燕
中
等
教
育
学
校

選
者
賞
（
久
々
湊 

盈
子 

選
）

選
者
賞
（
鈴
木 

竹
志 

選
）

魚
沼
市
長
賞

新
潟
日
報
社
賞

夕
ご
飯
空
い
て
る
席
は
予
約
済
み
時
々
帰
る
姉
貴
の
た
め
に

水
の
色
木
々
の
変
化
は
い
つ
も
ち
が
う
そ
れ
が
私
の
ふ
る
さ
と
の
土
手

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
僕
を
掠か
す

め
る
音
の
粒
十
九
世
紀
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
旅

友
達
は
推
し
と
か
コ
ス
メ
に
夢
中
だ
が
私
の
頭
は
は
て
な
で
い
っ
ぱ
い

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
中
学
生
の
部
）】　

　

第
三
十
回
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会
は
、

久
々
湊
盈
子
さ
ん
（
合
歓
）、鈴
木
竹
志
さ
ん
（
コ

ス
モ
ス
短
歌
会
）
を
選
者
に
お
迎
え
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
応
募
歌
数
は
、
一
般
部
門
・
ジ
ュ
ニ
ア

部
門
合
わ
せ
て
一
〇
、四
一
〇
首
で
し
た
。
多
く

の
皆
様
方
か
ら
の
ご
応
募
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

表
彰
式
は
、
令
和
六
年
十
一
月
十
六
日
、
宮
柊

二
記
念
館
に
隣
接
す
る
魚
沼
市
中
央
公
民
館
（
堀

之
内
公
民
館
）
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
大
ホ
ー
ル
会
場
に
入
り
き
れ
な
か
っ

た
方
か
ら
は
、
中
ホ
ー
ル
で
行
っ
た
ラ
イ
ブ
配
信

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
式
の
様
子
は
、
魚
沼
市
公
式
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
配
信
し
て
お
り
ま

す
。
宮
柊
二
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧
く

だ
さ
い
。
第
27
回
大
会
（
選
者
川
野
里
子
さ
ん
・

宮
里
信
輝
さ
ん
）・
第
28
回
大
会
（
選
者
大
下
一

真
さ
ん
・
水
上
比
呂
美
さ
ん
）・
第
29
回
大
会
（
選

者
沖
な
な
も
さ
ん
・
橘
芳
圀
さ
ん
）
に
つ
い
て
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
七
年
度
・
第
三
十
一
回
宮
柊
二
記

念
館
全
国
短
歌
大
会
は
、
五
月
一
日
か
ら
受
付
を

始
め
ま
す
。
締
め
切
り

は
、
一
般
部
門
七
月

三
十
一
日
、
ジ
ュ
ニ
ア

部
門
九
月
五
日
で
す
。

準
備
が
で
き
次
第
、
宮

柊
二
記
念
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
実
施
要
項
・

応
募
用
紙
を
掲
載
い

た
し
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
選
者

は
、
三
枝
浩
樹
さ
ん

（
沃
野
）
と
田
中
愛
子

さ
ん
（
コ
ス
モ
ス
短
歌

会
）
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
大
勢
の
皆
様
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

第 30回短歌大会　応募状況
区　分 応募作品数 応募者数

一 般 部 門 1,074 首 490 人
ジ ュ ニ ア 部 門 9,336 首 4,897 人

小 学 生 の 部 1,480 首 726 人
中 学 生 の 部 4,187 首 2,142 人
高 校 生 の 部 3,669 首 2,029 人

総　数 10,410 首 5,387 人
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わ
た
し
が
短
歌
を
は
じ
め
て
作
っ
た

の
は
高
校
生
の
頃
。
も
と
も
と
お
正
月

に
な
る
と
家
族
揃
っ
て
「
百
人
一
首
」

を
す
る
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
か
ら
、五
・

七
・
五
・
七
・
七
と
い
う
定
型
に
馴
染
ん

で
い
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
た
ま
た
ま

入
っ
た
文
芸
部
で
短
歌
を
知
っ
て
か
ら

は
夢
中
で
ど
ん
ど
ん
作
る
よ
う
に
な
っ

た
。
十
七
歳
の
時
に
は
生
意
気
に
も
佐

佐
木
信
綱
先
生
の
主
宰
す
る
「
心
の

花
」
と
い
う
短
歌
結
社
に
入
会
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
は
短
歌
の
世
界
で
は
伝
統

的
な
ア
ラ
ラ
ギ
の
写
実
に
あ
き
た
ら

ず
、
も
っ
と
自
由
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

　

長
く
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
に
所
属
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
度
宮
柊
二
記
念
館
短

歌
大
会
の
選
者
の
任
に
就
く
こ
と
に
な

り
、
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

と
同
時
に
任
の
重
さ
に
よ
る
緊
張
感
も

並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

多
く
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
短
歌
作

品
に
励
ま
さ
れ
て
、
何
と
か
選
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

　

中
学
生
、
高
校
生
の
応
募
し
た
短
歌

の
数
に
は
大
変
驚
き
ま
し
た
が
、
五
句

三
十
一
音
の
定
型
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
青
春
を
詠
ん
で
い
る
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
舌
足
ら
ず
な

短
歌
、
投
げ
や
り
気
味
の
短
歌
も
あ
り

ま
し
た
が
、
一
つ
一
つ
の
作
品
は
作
っ

を
作
品
に
し
た
い
と
い
う
前
衛
短
歌
運

動
が
盛
ん
な
と
き
だ
っ
た
。
寺
山
修
司

や
佐
佐
木
幸
綱
、
塚
本
邦
雄
、
岡
井
隆
、

春
日
井
建
と
い
っ
た
歌
人
の
名
前
を
聞

か
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
の
各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か

れ
、
熱
心
に
こ
れ
か
ら
の
短
歌
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
と
い
っ
た
議
論
が
戦
わ

さ
れ
て
い
っ
た
。
高
校
時
代
に
熱
心
に

一
千
首
を
越
え
る
短
歌
を
作
っ
た
こ
と

が
結
果
的
に
わ
た
し
の
短
歌
の
基
盤
に

な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
石
川
啄

木
で
も
与
謝
野
晶
子
で
も
若
山
牧
水
で

も
、
も
ち
ろ
ん
、
現
代
に
活
躍
し
て
い

た
人
の
も
の
な
の
で
す
。
作
っ
た
人
一

人
一
人
の
現
在
が
何
か
し
ら
反
映
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

言
葉
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま

す
。 

　

投
稿
歌
の
選
歌
を
す
る
と
き
、
私
は

い
つ
も
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
歌
の
中
か
ら
、
私
の
心
に
響
い
て
く

る
歌
に
き
っ
と
会
え
る
と
信
じ
て
い
る

か
ら
で
す
。
今
を
生
き
る
老
若
男
女
の

声
に
耳
を
傾
け
、
あ
あ
そ
う
だ
な
と
思

え
る
歌
に
出
会
う
こ
と
は
本
当
に
嬉
し

い
こ
と
で
す
。 

　

私
は
、
短
歌
を
詠
む
こ
と
に
行
き
詰

ま
っ
た
時
に
は
、
宮
柊
二
先
生
の
歌
集

を
読
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
宮
先
生

【選者のことば】 【選者のことば】

久 々 湊  盈 子鈴 木  竹 志

る
歌
人
の
歌
で
も
い
い
が
、
好
き
に
な
っ

た
歌
人
の
作
品
を
ど
ん
ど
ん
読
ん
で
み
る

こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。
図
書
館
に
行
け

ば
い
ろ
ん
な
歌
人
の
歌
集
や
全
集
が
揃
っ

て
い
る
。宮
柊
二
の
短
歌
は
初
心
の
間
は
、

や
や
手
ご
わ
い
だ
ろ
う
が
、
い
つ
か
は
挑

戦
し
て
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

の
短
歌
を
読
む
と
、
い
つ
も
励
ま
さ
れ
ま

す
。
戦
中
、
戦
後
の
日
本
人
が
も
っ
と
も

苦
し
い
日
々
を
過
ご
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
時
代
に
、
宮
先
生
は
、
兵
士
と
し
て
、

労
働
者
と
し
て
、
歌
人
と
し
て
、
本
当
に

真
摯
に
生
き
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
す

べ
て
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
短
歌
作
品
に
は
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち

は
、宮
先
生
の
短
歌
に
よ
っ
て
励
ま
さ
れ
、

勇
気
を
い
た
だ
く
の
で
す
。
宮
先
生
の
歌

集
は
、
岩
波
文
庫
の
『
宮
柊
二
歌
集
』
が

手
に
入
り
や
す
い
の
で
、
今
回
の
投
稿
を

機
会
に
ぜ
ひ
宮
先
生
の
歌
を
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
も
っ
と
宮
先
生
の

こ
と
を
知
り
た
く
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の

宮
先
生
の
故
郷
魚
沼
市
の
宮
柊
二
記
念
館

を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

久々湊 盈子（くくみなと えいこ）鈴木 竹志（すずき たけし）

1950（昭和25）年 愛知県刈谷市生まれ。
1973 年より愛知県立高等学校国語科
教諭、2011 年退職。以後いくつかの
大学で非常勤講師を勤める。
1973 年コスモス短歌会入会。
現在、「コスモス」編集委員、選者。
コスモス短歌会愛知支部代表。
現代歌人協会会員。日本文藝家協会会
員。中部日本歌人会顧問。中京大学非
常勤講師。
歌集に『流覧』『游渉』『聴雨』。評論集に『同時代歌人論』『歌を読
む悦び』『孤独なる歌人たち』『高野公彦の歌世界』。 

1945（昭和20）年　上海生まれ
１歳の春、両親の故郷長崎に引揚げる。
父親の仕事の関係で広島県三原市、愛
知県に住む。20 歳の時に両親が亡く
なり、長姉のいる東京へ。23 歳で結
婚。夫の父親（湊楊一郎）の俳誌「羊歯」

（月刊）を編集・発行百号で終刊とする。
短歌は十代から作っており、17 歳で

「心の花」入会。10 年のブランクの後、
加藤克巳の「個性」に入会、終刊まで
運営委員。

「合歓」主宰。現代歌人協会会員、千
葉県歌人クラブ会長。東京新聞「房総歌壇」選者。歌集に『熱き神話を』

『黒鍵』『家族』『射干』『あらばしり』『紅雨』『風羅集』『鬼龍子』『世
界黄昏』『麻裳よし』『非在の星』がある。ほかに鑑賞『安永蕗子の歌』
百首。インタビュー集『歌の架橋』ⅠⅡ、共著『今こそ読みたい近
代短歌』など。最新刊は『加藤克巳の百首』（ふらんす堂）。
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令和６年度事業①  令和６年度に実施した事業をご紹介します。

企画展開催記念講演会 初心者のための短歌講座
　６月16日、歌人で歌
誌「コスモス」編集人
の小島ゆかりさんを講
師として「企画展開催
記念講演会」を実施し
ました。演題は「キー
ワードで読む～宮柊二
の短歌と現代短歌～」。
講演会では、新潟日報
連載の「宮柊二 言の
葉の泉」の中から柊二

の短歌を一首選び、現代歌人の短歌とキーワードで結ん
で解説いただきました。
　キーワードは、４月【戦争】、５月【存在】、６月【永遠】、
７月【夏日幻影】、８月【命の姿】、９月【猫と孤独】、10月

【雨】、11月【リアル】、12月【暮らしの細部】、１月【通俗（芸
能人）】、２月【渦】、３月【贈り物】でした。講演会の様子は、
魚沼市公式ユーチューブチャンネルで配信しています。
宮柊二記念館ホームページからご覧ください。

　お二人の指導者
は、毎回たくさん
の資料を用意して
くださいました。
資料のタイトルの
み紹介します。

第１回（６月 23 日）－ テーマ「短歌の基礎知識」
　資料① 短歌の基礎知識～はじめの一歩～
　資料② 中学生の学びをのぞいてみましょう
　資料③ 短歌の歴史の基礎知識
　資料④ 現代短歌の鑑賞～「コスモス」2024 年７月号より～
第２回（７月７日）－ テーマ「表現の工夫」
　資料⑤ 基礎知識の復習～定型を意識し、歌を鑑賞してみましょう～
　資料⑥ 比喩について～短歌を詩的に、個性的に～
　資料⑦ 擬音語・擬態語～オノマトペの面白さ～
　資料⑧ 表記方法の選択～漢字、ひらがな、カタカナを味わってみましょう～
　資料⑨ 短歌を作ってみよう！ ※小出高校出前授業資料
　資料⑩ 現代短歌鑑賞～個性が光るセレクション～
第３回（７月 21 日）－テーマ「短歌を作ってみましょう」
　資料⑪ 表現の工夫復習～表現方法と歌づくりのポイントについて～
　資料⑫ 名詞の効果～具体的にイメージしやすくなります～
　資料⑬ 現代短歌の鑑賞～いろいろな題材の歌で味わいましょう～

第 29 回宮柊二記念館全国短歌大会
ジュニア部門入賞者短冊展

　７月２日から８月 31 日
まで、第 29 回宮柊二記念
館全国短歌大会ジュニア
部門入賞者短冊展を開催
しました。
　小学生の部・中学生の
部・高校生の部の特別賞

（最優秀賞・選者賞・魚沼市長賞・新潟日報社賞・宮柊
二記念館長賞）受賞者に自身の受賞歌を書いていただい
た短冊を展示しました。なお、第 30 回大会に向けた作
品づくりの参考にしていただくため、小・中・高校生は
入館無料としました。
　令和７年度も同時期に第 30 回宮柊二記念館全国短歌
大会ジュニア部門入賞者短冊展を開催する予定です。

短歌出前授業－小出高等学校
　７月 17 日、新潟県立小出高等
学校に出向いて３年生を対象に短
歌の出前授業を行いました。講師
は、歌人の田宮朋子さん、コスモ
ス魚沼勉強会の内山真由美さん、
眞島陽子さんです。生徒は、事前

に作った短歌を講師の指導を受けながら推敲していきま
す。３首目４首目に挑戦する生徒もたくさんいました。
　授業は、宮柊二の短歌「夢に立つ山紫水明雪しろき八
海山と清き魚野川」の朗読から始まります。小出高校は、
校舎のわきを魚野川が流れ、窓からは八海山が望めます。
生徒と短歌の距離がぐんと近くなる瞬間です。

魚沼市立堀之内小学校３年生
　７月９日、魚沼市立堀之内小学校３年生 35 名が来
館しました。『堀之内小学校卒業式、中学時代に描い
た水彩自画像、宮柊二・滝口英子結婚式、自宅近くで
撮影した家族写真、堀之内小学校歌碑建立式典』など
いろいろな写真で宮柊二の生涯をたどりました。そし
て、堀之内小学校の歌碑の短歌について学習したのち、

「宮柊二　言の葉の泉」展を見学しながら、自分の好
きな短歌を探しました。

「ＦＭうおぬま」での宮柊二記念館事業紹介
　魚沼市を放送区域としているコミュニティ放送局

『ＦＭうおぬま』で、４月・６月・７月・９月・１月
の各月２日間、宮柊二記念館の事業紹介を行いまし
た。担当のパーソナリティーとやりとりしながら、放
送日以降に実施する展示会や講演会などの案内をしま
した。昨年度に続く２年目の取組です。

宮柊二記念館－施設見学等

広報・販売活動

魚沼市立魚沼北中学校２年生
　10 月 11 日、魚沼市立魚沼北中学校の２年生 18 名
が宮芳平デッサン展見学のために来館しました。美術
の授業の一環ということもあり、持参したスケッチ
ブックに芳平のデッサンを模写したり、第２展示室の
絵画や写真を熱心に鑑賞したりする生徒がたくさんい
ました。企画展「宮柊二　言の葉の泉」展についても
丁寧に参観していました。

コスモス全国大会・コスモス新潟支部大会
での宮柊二記念館書籍・グッズ販売
　５月５日～６日のコスモス短歌会全国大会と７月 15
日のコスモス短歌会新潟支部大会の会場で、宮柊二の
歌集やアルバム、コスモス創刊号（復刻版）、宮柊二
記念館オリジナル短歌手帳・檜のしおり・魚沼産ブナ
のしおりなどを販売し、ご好評いただきました。お手
伝いいただいた眞島さんありがとうございました。
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魚沼市新任教職員フィールドワーク
　魚沼市教育センターでは、魚沼市に初めて勤務する教
職員に地域を知ってもらうため「魚沼市内フィールドワー
ク」を実施しています。8 月 8 日、フィールドワーク参
加の教職員 42 名に来館いただきました。
　宮柊二の生涯をまとめた DVD「短歌はわが生の証明」
視聴後、宮柊二記念館が実施している短歌出前授業や短
歌大会など市内の学校が参加している事業を説明しまし
た。その後は企画展・常設展・短歌大会短冊展を鑑賞い
ただきました。

令和６年度事業②  令和６年度に実施した事業をご紹介します。

宮柊二講座（講演会）

宮柊二デスマスク展 短歌セミナー（講演会）

短歌出前講座－堀之内小学校
　７月 28 日、歌人で「コスモス」
選者の田宮朋子さんを講師にお迎え
して宮柊二講座を開催しました。演
題は、「『言の葉の泉』を読む」です。
　新潟日報連載の「宮柊二 言の葉の
泉」の中からキーワードに合わせて

柊二の短歌を各月二首ずつ選び、解説いただきました。
　キーワードは、４月【励ましの歌】、５月【蠟燭】、６月【哺
乳類】、７月【哺乳類以外の動物】、８月【子どもを詠む】、
９月【文学作品】、10 月【自己省察】、11 月【短歌の師】、
12 月【望郷の歌】、１月【ユーモアの歌】、２月【戦地の歌】、
３月【柊二の原点】でした。講演会の様子は魚沼市公式
ユーチューブチャンネルで配信しています。宮柊二記念
館ホームページからご覧ください。

　12月11日の宮柊二命
日を挟んで、３日から
15日まで宮柊二のデス
マスクを展示しました。
　宮柊二が自宅書斎で
使用していた机、眼鏡
や硯など愛用の品々を
常設展示している第２
展示室の最奥部、柊二
の机の隣に展示しまし
た。毎年この時期に欠
かさず訪れてくださる
方々に感謝申し上げま
す。

　９月２日、魚沼市立堀之内
小学校で短歌の出前授業を行
いました。６年生 36 名、５年
生 32 名、４年生 41 名の児童
の短歌づくりを手伝います。
　講師は、コスモス魚沼勉強
会７名の皆さんです。各学年

とも児童５～６名のグループに１人ずつ入って指導いた
だきました。グループごとの学習の後、各班代表から自
作の短歌を発表してもらい、みんなで鑑賞しました。
　堀之内小学校では、3 年生になると宮柊二記念館を訪
問して短歌について学びます。そして、4 年生から３年
間この短歌出前授業に参加して短歌をつくり、できた短
歌は宮柊二記念館全国短歌大会に応募しています。

宮柊二記念館－施設見学等

　１月 19 日、歌人で「コ
スモス」選者の橘芳圀さん
を講師にお迎えし、短歌セ
ミナーを開催しました。演
題は、「日記巻頭にしるし
た先生の歌」。自身の日記
の巻頭にしるした、宮柊二・
安立スハル・島田修二・斎

藤茂吉の歌を解説していただきました。
　宮柊二の歌については、高野公彦氏の著書『歌の魅力
の源泉を汲む』から「柊二の歌は『私はかう生きた。貴
方も頑張つてください』と励ましてゐやうに見える。い
はば、励ましの文学と言へさうだ。」という部分を引用
しながらその魅力を語って下さいました。

宮芳平デッサン展
　９月１日から 10 月
31 日まで、宮芳平デッ
サン展を開催しまし
た。令和元年度に寄贈
い た だ い た 100 点 余
りのデッサンを順次
紹介しています。今
年度の展示は人物と
植物のデッサンです。

　宮芳平（1893 ～ 1971）は、宮柊二の叔父で、旧制柏
崎中学校卒業後、東京美術学校西洋画科で学びました。
長野県諏訪で高校の美術教師となり、生徒を指導しなが
ら風景や家族の肖像などを描き続けました。森鷗外の短
編小説「天寵（てんちょう）」のモデルになった画家です。

第30回宮柊二記念館全国短歌大会
選者・入賞者  色紙・短冊展

　11 月 16 日から１月 19 日まで、令和６年度第 30 回宮
柊二記念館全国短歌大会選者・入賞者色紙・短冊展を開
催しました。
　選者の久々湊盈子さん、鈴木竹志さんからはご自身の
歌を色紙に揮毫いただきました。一般部門とジュニア部
門の特別賞入賞者からは、各自の入賞歌をそれぞれ色紙
と短冊に書いていただきました。併せて、秀逸と佳作の
作品も紹介しました。

魚沼市小学校長会巡検研修
　11 月 12 日、魚沼市内の小学校８校の校長先生に地
域巡検の一環として来館いただきました。
　まず、宮柊二の生涯をまとめた DVD「短歌はわが
生の証明」の視聴。そして、宮柊二および宮柊二記念
館と市内学校の関わり（校歌作詞・出前授業・宮柊二
記念館見学・宮柊二記念館での職場体験等）や短歌大
会学校賞の記録の説明後、企画展・常設展・短歌大会
短冊展を鑑賞いただきました。
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の
お
知
ら
せ
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

年
会
費
は
１
，０
０
０
円
で
す
。
詳
細
は
、
宮
柊
二
記

念
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
柊
二
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
動
画
公
開
に
つ
い
て

　

宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
講
演
会
等
の
様
子
を
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。宮
柊
二
記
念
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
企
画
展
開
催
記
念
講
演
会
」
に
つ
い
て
は
、
高
野
公

彦
さ
ん
、
桑
原
正
紀
さ
ん
、
小
島
ゆ
か
り
さ
ん
の
講
演

を
配
信
し
て
い
ま
す
。「
宮
柊
二
講
座
」
に
つ
い
て
は
、

田
宮
朋
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
を
令
和
二
年
度
分
か
ら
、

「
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会
」
表
彰
式
は
、
令
和
三

年
度
分
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

宮柊二記念館収蔵資料紹介No.62

令和５年の春、宮家からたくさんの資料を寄託いただきました。
その中から 61 号で紹介した歌集『群鶏』に続いて歌集『山西省』の原稿をご紹介します。

歌集「山西省」
最終ページと「後記」冒頭部分

歌集「山西省」原稿
最終ページと「後記（後書）」冒頭部分
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